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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・7月の検査があります。

　7/1(水)　心電図　　　　　

　　2（木）　深夜　　採血　　　

　　3（金）　深夜　　検尿

　　　　　 　10時　  採血

　　凝固ないよう、また協力して実施してください。
・発熱や感冒症状を訴えている患者様が増えて来ている為、プログラム等や外出からの帰棟時など手洗い、うがいを促していきましょう。また、感染拡大がないようスタッフも体調管理をしっかりと整えていきましょう。

・発熱があった際は、フローシートへも記載をし、発熱の変化が把握できる様にして下さい。

・今週、定期薬の変更はありません。

＜患者様連絡事項＞

・吉田　富秋様～朝食の際、野菜サラダを残食することあり、栄養士が本人へ確認したところ「ドレッシングが嫌いだから食べない」との事でした。また「ドレッシングがかかっていなければ食べる」と話されていたとの事で、ドレッシング禁としています。食事摂取状況の観察していきましょう。

・蛯名　勝幸様～今朝より、体温37.0台の発熱あり、倦怠感・腹痛訴えある事から総合感冒薬（PL）３×nde/２T本日夕より臨時処方となっています。

　　　　　　　　午後より腹痛は軽減したと話されています。食事は各食摂取する事できています。発熱の有無・倦怠感・腹痛の有無を観察していきましょう。本日は安静臥床されほとんど自室で休まれています。調子が良くなってきたら徐々に、離床時間を増やしていけるよう声掛けしていきましょう。

・戸賀沢　潔様～本日、ご家族様より電話ありました。バス券の更新は7月10日に医療費の支払い時に現在所持のバス券を持って、ご家族様のみで申請にいきたいとのことです。ご本人様外出へ行きたいと話されていますが、後日改めて外出日時設定すること説明していきましょう。

＜ナイトプログラム検討＞

7/1から小グループを新たに編成・回数を増やす事について患者様から「せめて日曜日は休ませて欲しい」との意見聞かれています。

	
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日

	日課
	入浴
	薬セット
	入浴
	
	入浴
	
	

	19:00～19:30
	全体
	①

②
	患者様ミーティング
	④

⑤
	全体
	③

④
	②

③

	19:30～20:00
	
	③
	
	①

②
	
	⑤

①
	④

⑤


現在の予定では上記の通りですが、患者様からの意見を踏まえ日曜日のグループを他の曜日へ変更を検討しています。しかし変更できる曜日が月・水・金と入浴日しかない為、19:30から入浴される方の把握、また協力をお願いしていかなければなりません。この点に留意し、また実施しながら様子をみて変更を検討していきます｡

その他にも意見があれば、ナイトプログラム担当までお願いします。

＜６月目標「環境整備」＞

・６月はワックスがけを目標とし、３階フロアを終了しています。ご協力ありがとうございました。

４階フロアは秋頃を予定していますので、その際はスタッフの協力をお願いします。

＜田名部Dr.ケースカンファ＞

・菊地　明子様～スタッフ付添いによる外出訓練を継続中です。次回7/5（日）八食センターへの外出（目的：バスの乗り換えを体験、現地での買物・昼食を自身で選んで頂く、疲労感→混雑した場所での対処、緊張感など）で今回の外出プログラムは終了となります。7/5の結果を踏まえながら、次のステップとして単独の外出プログラムを検討していきます｡

診察では、人ごみの環境では「疲れる」との事。また、1人では時間確認や行き先等「どう行けばいいのか分からない」と話されています。また「外出ばかりで日中眠くなる」とも話されています。

　　　　　　　　外出訓練をしていく上で、人ごみの環境でどのくらい滞在したら

　　　　　　　　疲れてしまうのか、緊張感はどのくらいなのかを本人が知るきっかけとなりますので、その点を観察し、外出訓練を積み重ねて行きましょう。

・八木橋　牧男様～診察時、嗜好品自己管理については「大丈夫」と話されています。また、買物の際の飲酒欲求はないが「ラベルとかは見ます」と付け加えています。飲酒していた頃について「現実から逃れたくて飲んだんでしょうね」と振り返っています。単独外出について、主治医より服薬自己管理できてからと説明ありますが、それをやらずに外出へステップアップしたいと話されています。

　　　　　　　　退院後、単身生活する上で、服薬自己管理は不可欠となります。まずは服薬自己管理することができたら、単独外出についてステップアップしていくこと説明していきましょう。７月中に服薬自己管理を開始できればいいですがと、主治医より話がありますので、担当スタッフ・服薬担当スタッフは、本人へ服薬自己管理の必要性を説明し、7月中に自己管理をすすめていきましょう。

















































